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昨
年
の
参
議
院
選
挙
で
二
％
の

政
党
要
件
を
ク
リ
ア
し
た
と
は
言

え
、
組
織
と
し
て
は
危
機
を
乗
り

越
え
た
と
は
思
え
ず
、
県
連
合
の

現
状
で
は
春
の
統
一
地
方
選
挙
で

公
認
候
補
を
擁
立
し
て
県
議
選
を

闘
う
こ
と
は
極
め
て
厳
し
い
こ
と

だ
と
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
参
議
院
選
挙
を
闘
う

な
か
で
、
社
民
党
を
何
と
か
し
な

け
れ
ば
！
社
民
党
を
継
続
し
、
さ

ら
に
地
域
の
中
で
活
動
で
き
る
政

党
に
し
た
い
と
の
熱
い
思
い
で
、

大
分
市
選
挙
区
に
立
候
補
し
た
い

と
小
野
よ
し
み
常
任
幹
事
か
ら
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
困
難
な
厳
し
い
闘
い
に
な
る
こ

と
を
想
定
し
な
が
ら
も
、
県
連
合

幹
事
会
、
大
分
支
部
定
期
大
会
で

の
議
論
を
経
て
、「
小
野
よ
し
み
」

を
大
分
県
議
選
候
補
と
し
て
正
式

に
闘
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

久
原
県
連
合
代
表

　
総
合
選
対
委
員
長
に
選
出
　
昨
年
十
一
月
に
「
小
野
よ
し
み
」

総
合
選
対
を
立
ち
上
げ
、
同
時
に

選
対
会
議
を
開
催
し
年
内
の
行
動

と
し
て
①
協
力
者
カ
ー
ド
に
よ
る

得
票　
②
旧
党
員•

O
B
関
係
者

へ
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
二
回
選
対
会
議
を
一
月
十
八

日
に
開
催
し
、
情
勢
と
当
面
の
行

動
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
大
分
市
選
挙
区
で
の
立
候
補
者

は
十
八
〜
二
〇
人
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
今
の

ま
ま
で
は
、
我
が
陣
営
の
厳
し
い

状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

党
員
•
協
力
党
員
の
皆
さ
ん
の
更

な
る
得
票
の
上
積
み
を
お
願
い
す

る
次
第
で
す
。

　
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
小
野
よ
し

み
氏
は
朝
夕
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
熱
意

に
応
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

二
〇
二
三
年

　
新
た
な
気
持
ち
で
必
勝
へ

。

「小野よしみ」を励ます集いを開催します

大分の未来は
　われらが決める！

２月11日（土） 13時～
　　ふれあい会館
　小野よしみ候補応援に
新垣クニオ衆議院議員来分！
党員•家族・支援者
　　 多くのご参加を
　　　　お願いします新垣クニオ衆議院議員

社
民
党
S
N
S
学
習
会 

参
加

　
昨
年
十
二
月
二
十
一
日
、
社
民

党
S
N
S
学
習
会
が
参
議
院
議
員

会
館
で
開
催
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
日
、
選
挙
に
お
い
て
S
N
S

対
策
は
不
可
欠
で
あ
り
、
各
党
の

選
挙
戦
に
お
い
て
も
一
定
の
成
果

が
出
て
い
ま
す
。
社
民
党
に
と
っ

て
も
さ
ら
に
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
で
あ
り
、
各
都
道

府
県
連
合
か
ら
も
要
望
が
出
て
お

り
、
今
回
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

講
師
の
津
田
さ
ん

か
ら
は
「
人
間

は
必
要
に
迫

ら
れ
て
行
動

す
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
社
民
党

に
と
っ
て
S
N
S
の
活
用
は
必
須

だ
。
苦
手
意
識
を
払
拭
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
の
呼
び
か
け
が
あ

り
、
あ
ら
た
め
て
ネ
ッ
ト
発
進
力

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

社
民
党
大
分
県
連
合
副
幹
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野　
博
幸

党
の
主
体
性
が
試
さ
れ
る
選
挙

党の主体性が試される選挙
　

今
回
の
県
議
会
議
員
選
挙

は
�
こ
れ
ま
で
の
選
挙
戦
と

違
い
労
働
組
合
の
支
援
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
�
党
主
体
の

闘
い
と
な
り
ま
す
�
当
選
す

る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
三

つ
の
カ
バ
ン
も
あ
り
ま
せ
ん

ゆ
え
に
ポ
ジ
テ
�
ブ
に
考
え

れ
ば
誰
に
も
遠
慮
す
る
こ
と

な
く
社
民
党
公
認
﹁
小
野
よ

し
み
候
補
﹂
の
支
持
を
拡
げ

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
�

社
会
民
主
主
義
の
理
念
を
市

民
に
訴
え
る
チ
�
ン
ス
で
す
� �

大分駅前•大道•宮崎交差点等で
　　スタンディング
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党員・党友 登場！

　１月 6日、竹町ドームにてスタンディングをし
ていました。何人かの方に声をかけていただきま
した。温かいペットボトルの差し入れもいただき
ました。その方は 70過ぎの男性で、「年金も削減
される中、物価はドンドン上がり生活はますます
苦しくなっている。わたしはまだ働かなければい
けないのか」と、おっしゃっていました。
　わたしと同じ世代の女性の方は「バイデン大統
領は、在日米軍基地を守ろうとしても絶対に日本
を守ろうとはしない、ウクライナをみて明らか、
子どもや孫が安心して暮らせるためには平和外交
にもっと力をいれて欲しい。貴女も頑張って！」
と励ましてくれました。
　岸田政権は、アメリカの言うがままに軍拡を押
し進め 43兆円もの巨額の税金を投じようとして
います。わたし達の暮らしや子どもたちの未来に
使う気はサラサラない！こんなことを許してはな
らないと改めて強く思いました。
　地方自治の確立で今こそわたし達の暮らしをう
るおいのあるものにするため、地方分権を成し遂       
　　　　　　　　　げる時ではないでしょうか？
　　　　　　　　　明石市のように、や ろうと思
　　　　　　　　　えばやれることはたくさんあ
　　　　　　　　　るはずです。いっしょに声を
　　　　　　　　　上げていきましょう。

市民の声を中央へ！

。

↓

→

解散総会に参加されたみなさん

　私はこの度、県議会議員選挙に立候補した「お
のよしみ」の息子の努です。今回の立候補は、こ
れまで母が歩んで来た道の中で、必然的であり運
命的なものであるような気がします。
　私は幼い頃から大きくなるまで、母や亡くなっ
た父（博文）に連れられ組合運動や選挙、女性た
ちの平和行進、メーデーなど、いろいろな所にご
く自然に参加してました。それが私にとって普通
の事でした。その事を大人になり父や母に聞くと、
その活動も活動を共にする仲間たちと共に一歩一
歩、地道にに活動し、どんな時も変わらない思い
で今日に至るまで続けてきた。その事を知りまし
た。
　私は今、社民党は大きな転換期にあると思って
います。父と母が青春をかけ、40年に渡る続けて
来たこの活動、初めはこんこんと勢い良く出てき
た水が、今はそれが時代なんだというように、水
は勢いを失い細くなっているように私は感じてい
ました。しかし今回、母から立候補の話を聞き、
その水はまだ確かにそこに流れていて、もしかし
たら大きな川になるかもしれない水なのだと思い
ました。まだまだ社民党に期待している多くの人
がいるのではないか、いるとすればそういう人達
の期待に少しでも応えたいと立候補表明した母に
息子としてエールを送りたい。母と亡き父が共に
歩いた道を体現す
るチャンス、戦争
無き平和を願う母
の熱意は人一倍、
地方から頑張って
欲しいと思います。
　党員•党友の皆
様のお力添えを宜
しくお願い申し上
げます。
　　　　小野　努　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　

党員•党友の皆様へ

　

小野よしみ勝利めざして
　　　いざ出陣！

　
二
〇
二
二
年
十
二
月
八
日
、
ア
イ

ネ
ス
に
お
い
て
憲
法
擁
護
大
分
県
民

会
議
第
四
十
八
回
定
期
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
一
部
で
経
過
、
運
動
方
針
、
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
代
表
委
員
に
久
原

和
弘
氏
、
事
務
局
次
長
に
馬
場
徳
明

氏
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
二
部
で
は
「
吉
井
千
周
教
授

（
富
山
大
学
）
の
「
国
民
と
の
約
束
と

し
て
の
日
本
国
憲
法
」
の
演
題
で
記

念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
「
十
二
月
八
日
は
太
平
洋
戦

争
の
開
戦
日
で
、
先
の
大
戦
で
三
百

万
人
を
超
す
大
き
な
犠
牲
者
を
出
し

ま
し
た
が
、
そ
の
八
割
の
方
が
飢
餓

や
病
死
で
し
た
。
ま
た
特
攻
隊
も
い

ろ
ん
な
原
因
で
引
き
返
し
た
隊
員
を

隔
離
、
そ
し
て
謎
の
死
…
」
当
時
の

実
態
を
聞
き
、
改
め
て
戦
争
の
悲
惨

さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、憲
法
の
で
き
た
本
質
（
基

本
は
人
権
）
と
「
自
民
党
と
日
本
会

議
を
先
頭
に
、
地
方
か
ら
草
の
根
運

動
的
に
憲
法
改
正
を
求
め
る
動
き
が

急
速
に
活
発
化
し
て
い
る
。

今
こ
そ
戦
後

の
大
き
な

危
機
的
な

転
換
期
と
な

っ
て
い
る
。

党員•党友の
　 皆様へ

憲
法
擁
護
県
民
会
議

 
定
期
総
会
に
参
加
し
て

　
私
の
考
え
は
社
民
党
の
考
え
に
一
番

近
い
と
考
え
る
」
と
、
結
ば
れ
ま
し
た
。

大
分
支
部
連
合
常
任
幹
事　
本
田
賢
司軍靴の足音がそこまで！

　　　　　もはや戦後ではなく戦前！


